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デジタル技術の発展により、企業が持つビジネス機能

を分解し、これらを柔軟に再結合して新たな価値提供を

可能にする、リバンドリングが注目されている[1]。リバ

ンドリングにおいては、複数の利害が異なるステークホ

ルダーが関係するため、ステークホルダー間の信頼構築

が重要である。相互の信頼には不確実性が存在し、ビジ

ネスの企画・設計段階から不確実性の対処を考慮してお

く必要があるが、このために想定されるリスクなどに関

する知識や専門性が必要となる。 
本稿では、ステークホルダー間の信頼構築が重要と考

えられるビジネスの事例を収集し、想定される不確実性

と実施されている対処策について調査した。そして、ビ

ジネスモデルの種類毎に、共通する不確実性と対処策を

整理し、パターンとして分類した。本パターンを活用す

ることにより、リスクに関する高度な知識や専門性を持

たない一般のビジネス設計者でも、不確実性に対処した

ビジネス設計が可能となる。 
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